武生市スキー連盟規約

第１章　総則
（名　称）

第1条 本連盟は、武生市スキー連盟（以下「本連盟」という。）と称する。

（目　的）

第2条 武生市におけるスキー界を統轄し代表する団体として、アマチュアスキーの普及及び振興を図り、もって市民の心身の健全な発達に寄与することを目的とする。

　

（会　員）

第3条 本連盟の会員は、武生市に在住または勤務する満６歳以上のもので構成する。ただし、理事会で認めた場合はこの限りでない。

2 会員は、本連盟の事業に積極的に参加するとともに、会費を納入しなければならない。

（事　業）

第4条 本連盟は、第２条の目的を達成するため、おおむね次の事業を行う。

(1) スキーに関する調査、研究

(2) スキーに関する講習会、研修会の開催

(3) スキー指導者の養成

(4) スキー競技会の開催

(5) 福井県民体育大会冬季大会スキー競技の代表選考および派遣

(6) スキーに関する安全対策及び傷害防止対策

(7) 本連盟会員の全日本スキー連盟への登録

(8) その他本連盟の目的達成に必要な事業

第２章　組織・運営
（運　営）

第5条 本連盟の公正円滑な運営を図るため、次の会議を開催するものとする。

(1) 総会

(2) 理事会

(3) 調整部会
（総　会）

第6条 総会は、本連盟の最高決議機関で、会計年度当初に会長が招集し、次の事項を審議決定する。

(1) 前年度の事業報告及び決算報告

(2) 役員の承認

(3) 新年度の事業計画及び予算

(4) 本連盟の規約の制定及び改正

(5) その他の重要事項

2 総会は、会員で構成し、決議は出席者の過半数の同意を要す。

3 会長が必要と認めたとき又は会員の過半数の請求があったときは、会長は臨時に総会を招集しなければならない。

（役　職）

第7条 本連盟に次の役職を置く。

会　長　　１名　　　副会長　若干名　　　理事長　　　　１名　　　副理事長　若干名

監　事　　２名　　　事務局長　１名　　　事務局次長　若干名　　　会　計　　　１名

副会計　若干名　　　部　長　若干名　　　副部長　　　若干名

（役職の選出）

第8条 本連盟の役員は、次の方法で選出する。

2 会長および副会長は、調整部会で選出し、総会の承認を受ける。

3 理事長および副理事長は、調整部会で選出し、総会の承認を受ける。

4 監事は、調整部会で選出し、総会の承認を受ける。

5 事務局長および事務局次長は、理事会で選出し、調整部会および総会の承認を受ける。

6 会計および副会計は、理事会で選出し、調整部会および総会の承認を受ける。

7 部長および副部長は、理事会で選出し、調整部会および総会の承認を受ける。

（役職の職務）

第9条 各役員の職務は、次のとおりとする。

2 会長は、本連盟を代表して会務を総理する。

3 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代理する。

4 理事長は、理事会の決議に従い会務を執行する。

5 副理事長は、理事長を補佐し、理事長事故あるときはその職務を代理する。

6 監事は、会計及び業務を監査する。

7 事務局長は、本連盟の事務を担当する。

8 事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長事故あるときはその職務を代理する。

9 会計は、本連盟の会計を担当する。

10 副会計は、会計を補佐し、会計事故あるときはその職務を代理する。

11 部長は、担当部の業務及び部員の選出を行う。

12 副部長は、部長を補佐し、部長事故あるときはその職務を代理する。

（役員の任期）

第10条 本連盟の役員の任期は、２年とし再任を妨げない。

（理事会）

第11条 理事会は、本連盟の執行機関で、次の事項を審議執行する。

(1) 総会に付議する事項

(2) 本連盟運営上の基本方針

(3) 緊急を要する重要事項の処理

(4) 一部役員の選出

(5) 各種事業の運営

(6) 加盟、脱退、除名の決定

(7) その他の重要事項

2 理事会は、次の役員で構成する。

理事長　　副理事長　　事務局長　　会　計　　部　長　　副部長

3 理事会は、理事長が招集する。

4 決議は、出席者の過半数の同意を要する。

5 理事会は、第１項の事項を執行するときは、あらかじめ調整部会の承認を得なければならない。

（調整部会）

第12条 調整部会は、本連盟の承認機関で理事会の執行する事項を事前に審議承認する。

2 調整部会は、会長、副会長及び会長の推薦する者３名で構成する。

3 調整部会長は、会長の職にあるものをあてる。

4 調整副部会長は、副会長の職にあるものをあてる。

5 調整部会は、理事長の要請により調整部会長が召集する。

6 決議は、出席者の過半数の同意を要する。

（専門部会）

第13条 本連盟の事業遂行のため必要があるときは、理事会の議決に基づき専門部会を置くことができる。

（名誉会長、顧問及び参与）

第14条 本連盟に名誉会長、顧問及び参与を置くことができる。

2 顧問及び参与は、会長及び理事会の諮問に応ずる。

第３章　資産および会計
（資産および収入）

第15条 本連盟の資産及び収入は、次のとおりとする。

(1) 財産目録に記載の財産及び負債

(2) 会費

(3) 事業に伴う収入

(4) 助成金

(5) 寄付金

(6) その他の収入

（会計年度）

第16条 本連盟の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

（予　算）

第17条 本連盟の予算は、理事会で編成し調整部会の承認を経て、総会の決議を得ることを要する。

（決　算）

第18条 本連盟の収支決算は、監事の監査および調整部会の承認を経て総会に報告し、その承認を得ることを要する。

（余剰金）

第19条 会計年度の終わりにおいて余剰金があるときは、これを翌年度に繰り越すものとする。

第４章　加盟・脱退
（加　盟）

第20条 本連盟に加盟しようとする者は、所定の申込用紙に必要事項を記入し、入会金と会費を添えて事務局長に提出するものとする。

（脱　退）

第21条 本連盟を脱退しようとする者は、所定の脱退届に必要事項を記入し、事務局長に提出するものとする。　

第５章　表彰・除　名
（表　彰）

第22条 表彰は、次の者に対して行う。

(1) 品行方正にして本連盟の模範となる者

(2) 全国大会、ブロック大会の入賞者及び県大会の優勝者  　

(3) 本連盟に長年貢献し、現在もなお指導的役割を果たしている満45歳以上の者

(4) 連盟に長年積極的に財政的援助をした者

2 表彰は、市民体育大会冬季大会開会式に行う。

3 本連盟に長年役員として功労があり、本連盟の模範となる者は、上部団体（武生市体                    　　　                                           育協会、福井県スキー連盟等）に表彰の申請を行う。

（除　名）

第23条 本連盟は、会員に次のような行為があったとき、理事会及び調整部会の議決によりその者を除名することができる。

(1) 会費を年度内に納入しないとき

(2) 本連盟の名誉を傷つけ又は損害を与えたとき

(3) 本連盟の秩序を乱したとき

附則
第1条 会費は、年額5,000円（小・中学生は半額）とする。

2 入会金は、3,000円とする。

3 会費は、総会終了後1ヶ月以内に納入するものとする。

第2条 満１８歳未満のものの入会は、親の同意を要するものとする。

第3条 本連盟の役員は、無報酬とする。ただし本連盟の用務に係る諸費用は実費支給する。

第4条 本規約で定めるものの外必要な事項は、理事会の議決をもって定める。

第5条 本規約は、平成14年11月15日より施行する。

